
 

 

建設企業常任委員会 審査順序 

 

● 付託議案について 

 

議案第 88号 令和７年度八戸市一般会計補正予算 

 

○歳出 

 

 

議案第89号 令和７年度八戸市都市計画土地区画整理事業特別会計補正予算 

 

 

 

 

［建設企業協議会］ 

○ 所管事項の報告について 

１ 下水道管路の全国特別重点調査・優先箇所の調査結果について 

２ 八戸市立市民病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正（案）の概要について 

３ 八戸市交通部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正（案）の概要について 

款 項 摘       要 

第１条の歳出中 

 ８款 土木費 

 

全部 

 

 



 

 

 

下水道管路の全国特別重点調査・優先箇所の調査結果について 

 

 

 

１．概要 

令和７年１月２８日に埼玉県八潮市で発生した下水道管路の破損に起因する道路陥没を受け、国

土交通省は、２月２１日に「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員

会」を設置した。 

当該委員会からの提言を踏まえ、国土交通省は３月１８日に全国の地方公共団体に対して、下水

道管路の全国特別重点調査を実施し、調査箇所のうち埼玉県八潮市の道路陥没現場と類似の構造・

地盤条件の箇所などの優先箇所については、令和７年８月８日までに調査結果を報告するよう要請

した。 

この要請を受け、当市において全体延長１６．２ｋｍの調査を実施しており、優先箇所の延長 

５７４ｍについて調査が完了し、県を通じて国に対して調査結果を報告した。 

国は全国の調査結果をとりまとめ、令和７年９月１７日午前１０時に公表した（別紙１参照）。 

 

２．調査期間 

   令和７年７月１０日～令和７年７月１６日 （令和７年７月２４日調査結果を報告） 

 

３．調査対象路線 

中部第１０幹線（西）（吹上三丁目及び鍛冶町付近） Ｌ＝５７４ｍ 

（別紙２参照） 

 

４．調査方法 

（１）テレビカメラによる管路内の調査を実施 

（２）管路内からの空洞調査を実施 

 

５．調査結果 

  （１）テレビカメラによる調査結果  

管路内に「幅２ｍｍ未満のクラック」と「浸入水」が確認された 

（詳細については別紙３，４参照） 

  （２）管路内からの空洞調査  

異状なし 

      

６．緊急度の判定  

  緊急度Ⅰ判定 Ｌ＝５７４ｍ 

うち要対策延長は３９７ｍ  ※クラック及び浸入水の軸方向延長を１ｍ単位に切り上げ累計したもの 

（詳細については別紙３参照）    

 

７．今後の対応 

  １年以内に対策を実施する。 

具体的な対策方法については、国と調整を図りながら、専門家の意見を踏まえ決定する。 

建 設 企 業 協 議 会 資 料 

令 和 ７ 年 ９ 月 １ ７ 日 

都市整備部 下水道施設課 
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不具合の調査結果、緊急度の判定結果

■腐食、たわみの評価基準 ■腐食、たわみの調査結果

ランク

項目

鉄筋露出状態 骨材露出状態 表面が荒れた状態 不具合なし 不具合なし

上下方向のたるみ
管きょ内径

1/650mm 以上
1/3000mm 以下

内径の1/4以上 内径の1/8以上 内径の1/8未満 不具合なし 不具合なし

■破損の評価基準 ■破損の調査結果

ランク

項目

管の継手ズレ 脱却 70mm以上 70mm未満 不具合なし 不具合なし

噴き出ている 流れている にじんでいる
少量の浸入水が(ランクｂ)が２箇所

にじみだし(ランクｃ)が２箇所
少量の浸入水が(ランクｂ)が３箇所

にじみだし(ランクｃ)が69箇所

本管内径の1/2以上 本管内径の1/10以上 本管内径の1/10未満 不具合なし 不具合なし

内径の1/2以上閉塞 内径の1/2未満閉塞 － 不具合なし 不具合なし

　　　　　　　　　（シールド管の場合、１スパン＝管１本として扱うことが原則） 　　（調査対象がシールド管のため、１スパン＝管１本として扱う）

■緊急度の判定基準 ■緊急度の判定結果

I ランクAが2項目以上

II
ランクAが1項目もしくは

ランクBが2項目以上

ランクA ランクA

②中部第１０幹線（西）　下流側　L=397ｍ

ス
パ
ン
全
体
で
評
価

A B C

管の腐食

①中部第１０幹線（西）　上流側　L=177ｍ

幅2mm未満

浸入水

取付管の突出し

樹木根侵入

　　　　緊急度Ⅰ
　　　　要対策延長80ｍ

対応内容 現行の基準

速やかな対策を実施

応急措置を実施した上で、
5年以内に対策を実施

全国特別重点調査の基準区分

　　　　緊急度Ⅰ
　　　　要対策延長317ｍ

ランクAが1項目以上

ランクBが1項目以上

②中部第１０幹線（西）　下流側　L=397ｍ

①中部第１０幹線（西）　上流側　L=177ｍ ②中部第１０幹線（西）　下流側　L=397ｍ

①中部第１０幹線（西）　上流側　L=177ｍ ②中部第１０幹線（西）　下流側　L=397ｍ

①中部第１０幹線（西）　上流側　L=177ｍ

幅２㎜未満（ランクｃ）が1３箇所

幅２㎜未満（ランクｃ）が10箇所

幅２㎜未満（ランクｃ）が47箇所

幅２㎜未満（ランクｃ）が19箇所管
一
本
ご
と
に
評
価

a b c

管の欠落及び
軸方向クラック

鉄筋
コンクリート管 等

管の円周方向
クラック

幅2mm以上 幅2mm未満

幅5mm以上 幅2mm以上

欠落または
幅5mm以上

ス
パ
ン
全
体
で
の
評
価

ランク 評価の基準（不良発生率）

A

B

C

「aランク20%以上」もしくは「aランク＋bランク40%以上」

「aランク20%未満」もしくは「aランク＋bランク40%未満」
もしくは「aランク＋bランク＋cランク60%以上」

「aランク、bランクがなく、cランク60%未満」

別紙３



■浸入水写真　中部第１０幹線（西）上流側

①上流マンホールより9.63ｍ地点　管内へ少量の浸入水が流れている状況

②上流マンホールより155.00ｍ地点　管内へ少量の浸入水が流れている状況

別紙４



■浸入水写真　中部第１０幹線（西）下流側

①上流マンホールより93.35ｍ地点　管内へ少量の浸入水が流れている状況

②上流マンホールより309.39ｍ地点　管内へ少量の浸入水が流れている状況



■浸入水写真　中部第１０幹線（西）下流側

③上流マンホールより355.24ｍ地点　管内へ少量の浸入水が流れている状況



  

 

Ver2 

 

 

 

 
八戸市立市民病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例 
の一部改正（案）の概要について 

 
 
１ 改正の理由 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、部分休業の取得方法の多様
化に係る所要の改正が行われたことにより、病院企業職員が部分休業の承認を受けて勤
務しない場合における給与の減額に係る規定の整備をするためのもの。 

 
 

２ 改正の内容 
八戸市立市民病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例第 21 条第２項の条文

中、部分休業の規定について、「１日の勤務時間の一部を勤務しないこと」を「１日の
勤務時間の全部又は一部を勤務しないこと」に改める。 

 
 

３ 施行期日 

令和７年 10 月１日 

建設企業協議会資料 

令和 7 年 9 月 17 日 

市 民 病 院 管 理 課 



  

 

Ver2 

 

 

 

 
八戸市交通部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例 

の一部改正（案）の概要について 

 

 

１ 改正の理由 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、部分休業の取得方法の多様

化に係る所要の改正が行われたことにより、交通部企業職員が部分休業の承認を受けて

勤務しない場合における給与の減額に係る規定の整備をするためのもの。 

 

 

２ 改正の内容 

八戸市交通部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例第 14 条第２項の条文中、

部分休業の規定について、「１日の勤務時間の一部を勤務しないこと」を「１日の勤務

時間の全部又は一部を勤務しないこと」に改める。 

 

 

３ 施行期日 

令和７年 10 月１日 

建設企業協議会資料 

令和 7 年 9 月 17 日 

交 通 部 運 輸 管 理 課 


	00 審査順序(R070917)
	01 250917 協議会資料（下水道施設課）
	03 20250917_建設企業協議会資料(給与条例改正)
	04 (建設企業)八戸市交通部企業職員の給与の種類及び基準に関する条例一部改正

